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概要 ＥＡ (600 字～800 字程度にまとめてください。) 
 
本研究は中国とその周辺国との関係性から、自動車リサイクルに関して国際的な調査を試みたものである。2007 年に
は 161 万台以上の中古車が輸出されている。しかし中国では現在でも自国産業保護や環境問題などを理由に中古車
の輸入を規制している。中国と中国を取り巻く周辺国との経済的な関係性を考えると、中古車は資源として移動してい
る可能性があるのではないかというのが本研究の出発点である。 
自動車は「金属資源の宝庫」とよばれるだけに、鉄をはじめとした金属の回収のためにリサイクルがおこなわれる。こ
こ 1～2 年の間に資源価格が高騰し、いわゆるバージン資源のみならず金属スクラップの価格まで高騰が始まってい
る。この高騰の原因の一つとしてあげられるのが中国の経済成長である。そこで、中国の周辺国のなかでも、ロシア、
ベトナム、とりわけその国境付近を調査し、中古車に焦点をあてたマテリアルの動きについて調査をおこなった。 
本研究では、「日本から輸出された中古車が中国の周辺国で利用され、そこで廃車・解体されて新たな再生資源とな
る。そしてそれが国境を越えて中国に渡っているのではないか」、という仮説について検証した。ベトナムから中国へと
中古車由来の再生資源が移動しているかどうかについては確認することができなかった。ここでは、中国側から大量
の日用品が流入する姿を見るだけであった。ロシアから中国への流れについても目に見える形では確認することはで
きなかった。とはいうものの、中越・中ロの経済的なつながりは強固なものとしてみてとれた。我々が調査を行ったルー
ト以外にもマテリアルのやりとりは存在することが予想され、今後も時系列的な変化とともに、他地域の動向について
も今後調査研究が必要である。 
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欧文概要 ＥＺ 

 
Our Study tried to research international automobile recycling system in Asia, including China, Vietnam 
and Russia. In 2007 1.6 millions secondhand cars were exported from Japan. Where is the end of their 
life?  
We tried to reveal our hypothesis that renewable metal from automobile recycling trade in the border 
between China and Russia (or China and Vietnam). We could see several trade forms there. But a border 
in Vietnam, the trade contains from daily necessaries. And a border in Russia we couldn't see renewable
metals trade.  
However we could see the current state of automobile recycle system in Vietnam and Russia.  And we could 
reveal the fact that their economic relationship is strengthened in every year. This study revealed
international automobile recycling system between China and neighboring countries is progressing. 

 


